
会 告

第 31 回日本形成外科学会基礎学術集会のご案内（第�次）

第 31 回日本形成外科学会基礎学術集会

会長 木股 敬裕

（岡山大学 形成再建外科学）

第 31回日本形成外科学会基礎学術集会を下記のとおり開催いたします。本学術集会は形成外科学の

基礎学術的要素に加え，多様性と流動性，イノベーションが求められる現代社会において，会員の皆

様に有益な情報を発信できるよう下記のプログラムを予定しております。会員の皆様の多数のご参加

をお願い申し上げます。

記

�．会 期：2022 年 10 月 13 日（木）・14 日（金）

（前日に理事会および関連会議を開催いたします。秋季学術講習会はWEB 開催となり

ました）

�．会 場：岡山コンベンションセンター

〒700-0024 岡山県岡山市北区駅元町 14-1

TEL：086-214-1000

�．テーマ：学び生み出す「土」を変える 多様性と流動性

Change the soil for learning and creation −Diversity and Fluidity−

�．主なプログラム（予定）：

◆特別講演

山海 嘉之（サイバニクス研究センター）

山口 周（独立研究者，著作家，パブリックスピーカー）

◆招待講演

西村 栄美（東京大学医科学研究所 老化再生生物学分野）

塚田 慎吾（NTT物性科学基礎研究所）

◆教育講演

才士 真司（岡山大学学術研究院教育学域 国吉康雄記念・美術教育研究と地域創生講座）

中原 龍一（岡山大学学術研究院医歯薬学域 生体機能再生・再建学講座 整形外科）

◆特別企画

・化粧品開発企業との対談「企業連携と形成外科オープンイノベーション」

（株式会社資生堂，株式会社コーセー，ロート製薬株式会社）
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・西海岸発バイオデザイン手法を用いた医療機器開発

◆ワンポイントレクチャー

・どうやって乗り越える⁈基礎研究から実用化までの道のり

・リアルワールドデータを使って無作為化比較試験を模倣する：Target trialの考え方

◆シンポジウム

・� ゲノム医療の最新情報と形成外科への導入

・� 未来を造形する再生軟骨研究〜形作りへの挑戦と課題〜

・� 俯瞰的にみる美容医療の【これから】の可能性

・� 基礎・臨床から繋がるベンチャー創出

◆パネルディスカッション

・� 生体材料最前線―素材の探究から組織再生へ―

・� 医師主導研究，その壁と新しい世界

・� 眼瞼形成手術を学問する：形成外科の視点・眼科の視点

◆専門医共通講習

◆ International Session（国際委員会主催）

◆第�回リンパ外科研究会

－知足者富－

リンパ外科のエビデンスとして今何が足りているのかを明確にすることで，

逆に今何が足りないのかを気づける富んだ研究会を目指します。

�．大会ホームページ：https://www.kwcs.jp/jsprs-kiso2022/

�．主催事務局：岡山大学形成再建外科

事務局長 松本 洋

〒700-8558 岡山市北区鹿田町 2-5-1

TEL：086-235-7214

�．運営事務局：株式会社キョードープラス

〒701-0205 岡山市南区妹尾 2346-1

TEL：086-250-7681/FAX：086-250-7682

E-mail：jsprs-kiso2022@kwcs.jp

以上
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